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家庭での乳児の要求伝達行動とそれに閲する親の解釈に たい場合には， 1_乳児の身体運動κよる表現， 2_表
ついて問診した。あわせて家庭記録用紙を手渡し 1カ 間によるぷ現， 3_発声による表現，がその手がかりと
月間の家庭生活の中で， 税が乳児の要求をとのように感 して長f-dにとらえられている乙とかわかる。乙れらの






1 _ 各親子~IJの乳児の要求行動と親の解釈 る湯合と .それとは別IL，す乙し離れたと ζろにいる綬
5組の親子に関して収1たしたデータを，乳児の行動. を身近に引き寄せるため(アーアー，タタ タタと大きい
それに対する親の解釈，要求行動のみられた文脈 (状況) 戸をだす)，あるいは続7)1!Jl日年にかかわりをはじめない
に整即して，各組ごとに表で示した(付友 1-5)。 場合tζ不満の表明として発戸する(ウーッという， 0-声
2 _各事L!尽の要求行動の機絹と出現時期 をだす)などがみられる。これらのぷmはO成後期lから







て，各乳児ζとにその傑相とIlIm時期を示した(ぷ 1)。 際交流か求められているのに対して， (3)は益育者以外の
















ているものの，もう l名は [晴乳瓶を指さす]，綴る3 のをmさして税の顔をみる，_fJlの手を';1勺帰るなど乳児
名は [マン7 という]などのぷ現へ移行した。排池lζ関 の15':fU'i-1L対するおもいがさ らK行動をi凶して明6寄lζ伝







月令 9 10 I1 12 13 14 15 16ヶ月
SI 泣く ・〈・ずる一一一口をモゴモゴする一一口をモコ'モコ'する マン7 ンマという
空
S2 一一一大声で泣く マン7 ン7 という
S3 泣く E前乳ぴん指さす一一一
生 腹 S4 ぐずぐずいう 一一舌をペロペロするーー口をモコ'モゴする ロをモゴモゴする
思 S5 アーという ロをモグモグさせる
的 -ー.・ --.-.--........_-・p・4・ ・・・・ a・a・6・......‘・ 4・.-_.-・ー・ー・ ・ー 骨.・e・ーー・...曹..-.......__........，_..ー
要
眼目民
SI ぐずる 泣く・ぐずる ぐずる
求 S2 ぐずる ぐずる. S3 泣く ぐずる
t箕世 S4 ぐずぐずいう ぐずぐずいう
















S I 目か発見すると ーものと綴を交互一つ刀りZ ものをねしに一員のを指さし叩をみてほほえむみる 鏡花す をみる










S I ロを閉じる 手で払う
己 S 2 ロを閉じる しかめる 払
主 顔をそむける一一逃げるウッとL、ぅ 一一一→手で う
q長 S 3 ロを閉じる 口を閉fムじる 顔手をそむける一一一手で払つ・ 一一-f泣く
の 手で zうで払う ねる
要 S 4 述げようとする 顔をそむける 顔をしかめる ウーッと怒った声出す
求
ロを閉じる ウー払ッとL、うS 5 逃げようとする ふんぞり返る 手でう
(S 1 -S5はそれぞれ付表のE.I.児.K.K.児.Y.A.児.K.O.児，
Y.T.児を示す)































































































( 5 ) 













































































































表2. 0 1 ;才児の要求 ・拒否行動の発注
(山!日10)秦野11}4;り作成)
te否 ・否定表現 要求表現
(泣き ・発声)。 泣き声 ・むずかり声 不快表情 泣く
才 舌で押し:1¥す ・口を閉じるつ低 イライラした発声






後 不快を表わす固有の 首の憐振り 身をのり山す




「イヤJIアッJiパッパ;;J 身娠り言語 指さし ・提示 ・手渡し
母の手をひっぱる
才 非存.tf ひっ乙める ・政り投げる 17ン7J
MIJ 「ニャイニャイJiナァーッイ」 たたく ・ふり払う 手をさしH¥す、たたく
半 特定語 「パァ ー」など
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n 動 親の解釈 場 面
マン7 ン7 ーという 空腹 おなかがすくと'7ン7 とーいう。
泣く 排池 ヴンチをすると泣いたりぐすったりする。
綬の顔をみてニッコ 抱いてほしがっている だっζ してほしい時は，親lζよじのぼって顔をのぞいて
リする 笑いかける









































































































| 手で払う 満腹 牛乳を飲んでいていらなくなったら予ではらう。
<15ヶ刀>

















fT 動 親の解釈 場 面
グズグズいう 空腹 おなかがすいた時，グズグズという。















イT 動 親の解釈 場 面















fT 動 親の解釈 場 面
手を出して来る 関心のあるものを持ち 自分の回りにある見慣れないものに対して興味を示し.
たがっている 取り上げると手を出してほしがる。
笑う，足をパタパタ よろ乙んでいる うれしい時，親の顔をみて笑い.足をパタパタ させる。
ウー ッとし、う いやがっている おしめかえの時逃け.たり怒ったような声を出す。
ミノレクがほしくないとウ-.~と怒 った声を出す。
<10ヶ月〉















ウーッとし、う 怒っている ほしい ものを取ろうとする時，じゃまをするとゥ-.~と
いって怒る。
足をノミタパタ させる 悠っている 遊んでやっていてやめると足をパタパタさせて怒る。
く15ヶ月>
イ7 動 続の解釈 場 而















How parents who have Down's Syndrome (DS) infants can understand their babies' requirements in daily life? The 
purpose of this study was to investigate development of non verbal communication between DS infants and their parents. 
According to Bates， there are three levels of communicative strategy， (1) perlocutionary stage， (2) iIocutionary stage 
and (3) locutionary stage.百四sestages were considered to appear in a s巴quence.
10 the白rststage， parents have to interpret their infants' requirements by infants' behavior that have done un-
intentionally. In the second stage， which appears at the end of the first year， infants show communicative intentions 
by proto-declarative action (showing， giving and pointing) and proto・imperative action (reching and vocalizing). 1 t is
only in the third stage in which the verbal communication appears between th巴infantsand the parents. 
5 pairs of mothers and DS infants were served as subjects who participated to our early special intervention for 
DS infants and fami1y from their 4 months of age. Once a month they came to our CLINIC at Univ. where mothers 
were interviewed how they interpret their infants' requirements. In addition they were asked to record some question-
naires in daily life. 
The results were as follows: 
From the middle to the end of the first year， infants began to show their requirements (hunger， sleep and excretion) 
by crying. Although the expression of the needs of sleep and excr巴tionhave been kept at the primitive stage (crying)， 
which meant the Bates' first stage， that of hunger changed into the Bates' second stage around 12 months with gesture 
of moving their mouth. And at the half of second year， 3 out of 5 infants began to say“MAMMA" (the word which 
meant山emeal)， orpointing a feeding bott1e (1 out of 5 infants). 
A11 of the infants showed attachment behavior about 8 -9 months. They began to exprore outer world at the end 
of first year and at 9 -15 months， they showed reference eye contact to mothers that meant their requirements 10 play 
with or help when they intend to do something. 
From these results it was considered that the beginning of DS infants' differentiation of self.other consciousnes 
was seen around one year of age， and it might be related to the development of communicative intention in DS infants 
and their mothers (including family members)ー
(18) 
